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Palade 氏固定液を加え， 10 分間固定(前固定)し， 次に等張食塩水で 5 分間 2 回洗糠の後，ベンチ
ヂン飽和水溶液 100ml に 3.3% H202 を 3 滴加えた反応液で 5 分間反応させる。 再び等張食塩水で
洗糠， Palade 氏液で 1 時間固定する(後固定)。後固定後は上昇エタノーノレ系列で脱水，メタクリレ




















に急性白血病17例について検索を行なった。うち急性骨髄性白血病15例(ぺ反応陰性例 2 例を含む) , 
単球性白血病 1 例，急性リンパ性白血病 1 例である。これらの症例に電顕的にぺ反応を施すことによ
り急性骨髄性白血病の芽球を 4 型に分類し得た。その 1 は頼粒欠如(反応陰性)型であり，その 2 は
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